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イーゴリ遠征詳

CJ忌 liiJ)

木村杉 ~í~

111. そのとき，大nスグ l' トスラーフ.Ei金の御三，涙もろとも落としたまいて，のた
まうよう，

112. <~:t;:)お，わが甥 fこち，イーゴリよ. ブセーヴ 1ロトよ〆 おみたちは， 軽がるしく

も，つるぎもてボーロヴヱツの地を新りなびけ，おのが名をあげんと志したが，無

名のし、くさに義しき者の血を流しては，おみたちの勝ちもかえって見ぐるしいの

111. iそのとき，大君スヴャトスラーフ…J一一年代記 Ipatij本 (1185年の項， ; N. K. Gudzij， Xre・
討tomatija，74-75による〉によれば，キエブの大公 Svjatoslavは Igor'と Vsevolod とが， {自分にか

くまLてY(YTaHB出ec冗 ero)遠征におもむいたことをきいて. {不諭快に思Lう(HeJ1!060 6bICTb eMY)， 
さらに Igor' たちの敗戦の報に接したときには《長大足、して，涙をぬぐL、y(BeJlbMH B03AoxHyBb， 
yTepb CJle3b CBOHXb)，つぎのような感想を述べたことになっています.0 J1!06a MO完 6paTb匁 M

CbIHOBも HMyAも 3eMJIも PyCKOも!Aa.nb MH 6兄Ille60rb npHToMHτH noraHbI兄， HO He B03AepJKa-

Bwe yHOCTH， OTBOp羽田aBopoTa Ha PyCbCKyiO 3eMJ1!O. BOJl兄 rocnOAH冗 Aa 6y江eTb0 BceMb 
Aa KaKO JKaJlb MH 6冗weTbHa I1rop丸 TaKO HbIHt， Aaλy!o 60JlllIH no 日ro予も 6paTも MoeMb. 

510voの作者が Svjatoslav vこ語らせている<<3JIaTOCJlOBO CJle3aMH cMi込山eHO>>く参照年代記のyTepb

CJle3b CBOHXb)は，措辞のi主L、はともかくとして， 19or'と Vsevol叫が無謀な遠征によって彼立身の

polovcy iこ対する再度の勝手1] (89の注参照〉のみならず，新たな遠征の合図(Ipatij年代記11851rの引
の次の記事を参照、:B TO JKe BpeM兄BeJlHKbI詰 KH匁3bBceBOJlOAHqb CB完TOCJlaBbllIeλb 6兄weTb

B KOpaqeBb H c6HpaweTb OT BもpXbHHXb3eMλb BOH， XOT匁 HTHHa nOJlOBUH K 江OHOBHHa 
BceλもTO) をも水泡に婦せLめたことを難ずるとともに， 三人の公の非運を悲しむという趣旨では年

代記と軌を一・にしています。

Svjatoslavの <<3J1aTOCJlOBO>>は1800年刊n-のとditioprincepsでは120で， La Gesteでは 119で，

また Lixaとev では 122でおわることになっています。B.11. CTeJlJleUKH九 CJlOBO0 nOJlKy I1ro・
peBe， MocKBa， 1965は editioprinceps土踏襲L. 120でおわらせることは <<B HaCT05lmee BpeM兄

TBepAO yCTaHoBJleHO>>でふると述べてレます(162) が，住H加工不明です。のみならず120の ~j止はさか

しまj を， polovcyを攻めるどころか逆に攻められることになったと Lづ意味に鮮L，121はその実例jと

して polovcyによる Rim(Rimov)の致時と， Perejaslavγ 公 VladimirGleboviとの負傷とち-あげ

ていると取るならば， この二つの交の緊密なつながりを断ちきって前半だけを Svjatoslav の言葉とす

るのはやや程当を欠くように忠われ，その意味でやはり LaGesteのように i;t/'i公も予をば別けてくれ
ぬ]U KH冗JKeMH Henoco6ie [P A He noco6ie])で <<3λaTOCJlOBO>)をおわらせるのが至当であり
ましょう。これに対し <<3λaTOCJ10BO>>を122まで延長 Lょうという Lixacevの考えは， Rim (Rimov¥i 

陥落の責径のゐ半は Svjatoslav自身にあるのに(121-122の注参照)，その彼が Rim(Rimov) iU民の

非運には請するの法おかしいという理由で，やは i)誌当でないように思われます。 さらにまた， 《諸公

への呼びかけJ(] 152まで〉の出分をも <<3J1aTO CJ10BO>>にふくめようとレうある研究者ーたちの考え
は，あきらかに誤まりで，これは Lixacev432， 433の説いているとおけです。

112. iおお，わが甥たちJ--J 0 MO兄CbIHOBQ51(A CbIHOBQa). Igor' と Svjatoslav とはいうま
でもなく大公 Svjatoslavのいとこにあたりますが， Rjurik家の hierarchieから言って当然 Svjatoslav

が上位にあるので《甥たち》と呼んだものです。住者は88では Svjatoslavを Igor' と Vsevolα1 との

OTeUb とすらIlf-んでいます。

「軽がるしくも」一一paHO. 年f記長己の yTaHBwec兄ero，ないし HeB03AepJKaB四eyHOCTH (111 
の作会mnに照、応寸るものと考えられます。つまり Igor' と Vsevolα! とヵ、 Svjatoslavの遠征1九一
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木村彰一

113. {おみたちの雄心は，暴勇の猛火にきたえた，フラ γクのかたいはがねだ。

114. {さはあれ，おみたち， しろがねのわが白髪に，なんたることをしてくれたか〆

115. 札、まははや， おとうとのヤロスラーフ，一一富強をほこり，大兵をたくわえ， チ

エノレニーゴフの貴族たち，大将たち， またタトラン族， シェノレピノレ族， トプチャク

族， レグーグ族，オノレベノレ族を屠下に擁する，かのヤロスラーフも矛をおさめた。

指すら持たず，長靴の腕にひそめたヒ首ひらめかせ，掠波一声，敵を圧して，父担

のtままれをとどろかせたる武者どものますらおぶりも，いまははや見るによしな

し、。

はべつに， また援の了解をえずに無謀な遠証を企てたことを非難したのです。 2人の遠笹は. polovcy 

の軍の主力が北方に移動する夏季を待たずに行なわれた， という点でも無謀だったと Svjatoslavは

考えているわけですくLaGeste， 124 f.)。

「無名のいくさに義しき者の血を流してはJ--J HeqeCTHO 60 KpOBb npaBe)(Hy的 (PAnoraHyω〉

ロpOJIb克CTe(P npOJIiscTe). Lixacev， 433は. He可eCTHOを， Igor'と Vsevolodとが Svjatoslavの

許可なしに出笹して中eoぇaJIbHa克司eCTbを無視したことと解し， 56の Vsevolodの奮戦を措写するさ

いの 3a6bIBb可THH(P可THH， A 弓TH)も向じ意味だと主張しています。これに対L.La Geste 88 f.， 

123 f.は HeqeCTHOを〈血を流す》という行為そのものと結びつけ， {異教徒の血を} (KpOBb nora-

Hy回〉流すことが当時の道徳的基準から見て〈不名誉)(HeqeCTHo)とは考えられなL、からという理由

によって， KpOBb noraHy却を KpOBbnpaBe江Hy泊と訂正することを提案し， さらに <<He司eCTHO'"

KpOBb npaBeぇHylOnpOJIb兄CTe>>は Kajaly河医学の戦闘よりは，むしろそれ以前 (1183)に Igor'が

行なった戦闘を指すものと解釈し，その根拠として Ipatij年代記からつぎのような 19or' の述懐を引

いています:MHoro y6H註CTBO，KpOBOnpOJIHTbe CTBOpHXも B3eMJIもKpeCTbsHCTも首，兄KOme 60 a3'b 

He nOIlla)(色X'bxpeCTbHH'b， HO B3匁X'bHa Ill1lT'b ropo)('b r JI1>60B'b y nepe兄CJIaBJI完. (N. K. Gudzij， 
op. cit. 73， 除村訳では478~479，なお KpOBb npaBe瓦R翻[ないし KpeCTbsHbCKa兄]の用備について

は Sreznevskij，1， 1339， III， 1404を参照〉。つまり Igor'はここで1183年に設が行なった <<KOTopa>>

(Perejaslavl'近郊の Glebovの攻略〉を回想し， {キリスト教徒たりとも容赦しなかった》ことを侮ん

でいるわけです。けれども私見によれば， <異教徒の(ないしは義しき者の〉血を流した). <見ぐるし

L 、勝幸IJをおさめた)(HeqeCTHO 0江OJIもCTe)とLヴ表現を， Kajaly河鮮の戦爵ときり離して考えようと

する LaGesteの解釈は， 112の前段の paHOeCTa H8可aJI8nOJIOBeUKylO 3eMJIお Me可11UBeJIHTHと

はどうしてもうまくつながらない憾みがあり HeqeCTHO の意味をどのように取るにせよ， 後段はや

はり polovcy との戦展にかかわるものと解釈するほうが自然ではなかろうかと思います。だとすれ

ば， <おみたちの勝ちもかえって見苦しい) (He可eCTHOO)(OJIもCTe) は (2度めの戦闘における敦北

はもとより，最初の戦割における){勝利すら不名誉な勝利であった》と L、ぅ意味に取ることができまし

ょう。ただし nor8HylO<npaBe五日y胞の訂正は，これとは無関係にある程震の probabili誌を持ちう

るものと考えてL北、でしょう。

114. rなんたることをしてくれたかJ-112の「軽がるしくもjに対する注参照。
115. rおとうとのヤロスラーフ」一一一大公 Svjatoslav V sevolodov誌の兄弟. 1180年以来とernigov
公， 1198没。この Jaroslavは1184年 Svjatoslavらの polovcyに対する遠征(89の注参照〉に参加せず，翌

1185年の Igor'たちの遠征にさいしても，封建的 hierarchたから言えば Igor' たちの甚接の rJIaBa

であるにもかかわらず.Ol'stin Oleksiとを長とする koui(または kovui)(Kiev，とernigov，Galiとな

どの公に詑従していたテュルク系遊牧部族〉の部隊を送ったにすぎませんでした(Ipatij年代記1185年

の項， N. K. Gudzij， 0ρ. cit. 71による，除村訳では474"'-'475)。ヤロスラーフが《支をおさめた》とい
う表現は，伎が polovcytこ対する遠征にこのように消極的であったことを指します。

「タトラン装…J--J TaTpaHbI， llleJIb6HpbI (A llleJI'b6HpbI)， TOnqaKbI， PeBynむOJIb6もpbI(P 

OJlb6epbI， A OJI6もpbl)(¥.、ずれも複数造格彰〉はA.Obr~bska-JabloÍlska， 134の言うように， 族長

の弥号ないし種族名に由来するテュ fレク系遊牧部族の名称であると患
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イーゴジ遠征誇

116. {だがおみたちは亘った， 余人をまじえず打って出て， きのうのはえをばかっさら

い，あすのはえをも分け耳元ろう， と言ったのだ。

117. 合まらからよ，老いたる者が若やぐに不思議があろうかつ

118. 老い震も， 羽替えののちは， 空高く，むら烏をばうちとって，わが巣を守るとい

うではないかっ

119. さはあれ，いまは，かな L¥. 、かな :m公も予をぽたすけてくれぬf〉

120. 1ftはすでにさかしまよ O

121. 見よ， リムの衆庶はボーロヴェツのつるぎにうめき， ヴラジーミんはふかで、になや

む。

116. rだがおみたちは亘った…」 この{同夜については Lavrentij 年代記 1186~三の宗にある次の主

宰を参照:Toro )Ke JI'BTa 3a)J.yMa田 aOJIrOBH BHyllH Ha rrOJIOBll.H， 3aHe)Ke 6兄xyHe XOぇHJIHTOMb 

JIもTも COBcelO KH兄3belO， HO caMH rrOH)J.owa 0 c06も， peKylll.e: <<MbI eCMbI llH He KH兄3H )Ke? 

TaKbI )Ke c06も XBaJIbIえ06Y)J.eMn)>.(N. K. Gudzij， 0戸 cit.78による〉
7きのうのはえをば…J--J rrpe)J.Hおお CJIaBycaMH rrOXbITHMb (P rroxHTHMn)， a 3a)J.HlOlO C51 
caMH rroえもJIHMbCP noえも♂HMn，A noえもJIHMb).古代ロシア語の形容認 rrpも)J.bHHH，3a江bHHHが叫

にかんしてJIII"、られる場合の解釈は，かならずしも・致せず，たとえば Sreznevskijは rrp'B)J.bHHHに

よJしては rrpe)KHH員.6yλylll.区長(?)の二つの訳語を与え (II，1642'"'-'43)， 3a)J.bHHH tこ沿してはJIOCi序乞
逆にして 6y)J.Ylll.H九 rrpe)KHH読の二つの訳語さとljaえていますく1，910)0 Slovoの J116にかんして言
えば， La Gesteの著者たちは rrpe)J.H児問 CJIaBy'.'---{未来の詰まれ)， 3a)J.HlO回 [CJIaBY]を《過去の

[ほまれnと解しておりくたとえば Jakobsonのロシア語訳 <<rpHぇy回yぉ c.J1aBy caMH )J.06Y)J.eM H 
rrpe)是正日elOcaMH rrO)J.eJIHMC冗)>， La Geste， 193)， A. 0もr~bska-JabloÍlska， 153; T. Cizevska， Glossary 
of the 19or' Tale， The Hague， 1966， p. 281， p. 152; Sreznevskij， loc. cit. なども同様です。 これ
にみtL， Lixaとev，91は rrpe)J.H胞回 CJIaByてど rrpowλylOCJIaBy [CJIaBY rrpe)J.wecTBylOlll.erO rroxo)J.a 
coe)J.HHeHHbIX pyCCKHx CHλrro)J. r JIaBeHCTBOM CB冗TOCJIaBaKHeBcKoro]， 3a)J.H101Oを 6y)J.Ylll.yI0

[C.'laBY CBoero c06cτBeHHoro rroxo)J.a]と取っておけ， tHl:J;ばかりにこの解釈によりました。 Lixacev
のこのような解釈の桜拠になっているのは，主主自身が<<1-'13Ha6JIぉ)J.em品目a江 JIeKCHKOH“C.'IOBa0 

rrOJIKy l1ropeBe，" 113B. AH  CCCP， OJI完， T. VlII， BblII. 6， 1949， CTp. 552~554 で示 L ている興

味あるよ4解で，それによれば， rrpも)J.bHHHは時にかんしては《過去》を，より正確には《・定期間!のは
じまっ)(Ha可aJIOKaKoro・TOorrpe)J.eλeHHoro rrpoMe滋 yTKaBpeMeHH) を，こ ~lに到して 3a)J.bHHH

は《最近起こったこと}， {--速の諸事件の完結p(3aBep凶 eHHeKaKOιTO口errHC06bITH註)，ときには
《未来》をも指す，ということになります。なおB.n. A)J.pHaHoBa-nepeTIJ" <<φpa3eOJIOrH兄 HJIeKCHKa 

“CJIOBa 0 rrOJIKy l1ropeBe，" CJIOBO 0 rrOJIKy l1ropeBe H rraM兄THHKHKyJIHKOBCKoro llHKJIa， H3)J.・
<<HaYKa>)， 1966， CTp. 88"-'89をも参照。

118. r老い鷹も…」一一この{留所与こかんしては，口OBeCTb06 AKHpeの17世紀末ごろの写本の・つ
に見られる次のような書き入れを参照:Er)J.a 60 COKO.'l Tpex MbITe註 6bIBaeT，OH He )J.aCT C兄 C

rHe3)J.a CBoero B3兄TH>>(B. n. AぇpHaHOBa-nepeT江，0ρ. cit.， 90 による〉。
120. r世はすでにさかしまよj一一一JHa HUqe (A HaHHqe) C冗rO)J.HHbI06paTHwa 1 (P A .) Po!()¥'じy
に対する勝利がえられず，bOHこ鼓らの攻撃から Rus'を守らねばならなくなったことを指します(121

-122に対する注参照〉。

121-122. lpatij年代記 (N.K. Gudzij， 0ρ. cit.， 75-76，除村訳では 482-483)によれば 19or'た
ちに対する勝手IJののち， polovcyは〈大L、なる誇りを抱き;}(B該自arop)J.ocTb BeJIHKY)，二子にわか

れて Rus'の地に討する反撃に転じました。 f3a汗のひきいるー隊は Putivl'をかこみましたが，これ

を攻
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木村彰一

122. ああ，きちうすきグレープの子f

123. 大いなる君，フセーヴォロト f 黄金なす父祖のみくらをまもらんがため，はるけ

き国よりかけり来んとの，心を君は持ちたまわぬか?

124. 君はあまたのつわもの共の擢もてヴォルガをしぶかせたまい，かぶともてドンの水

さえ乾したまう。

絡し，多くの撞棄をとらえておのれのもとへ帰りました。なお VladimirGleboviとは Perejaslavl'攻

¥VJ載のさい奮戦して重傷を負いましたが，そのときの模様は Ipatij年代記に次のように搭かれていま
す. BO~O~HMepõ ~e r~eÕOBHqb O兄血eKHH3b B nepe兄c~aB~も… Bblもxa H3 ropo瓦aH nOTqe K 

HHMo， H no HeMb Ma~o ~ep3bHyBõ ~PY~HHt， H 6HCH C HHMH KPもnKO; … Tor~a npo可HH，
BH~I白血e KH兄3匁 CBoeroKPもnKOOb沼田ec完， BbIpflHylllac兄 H3ropo瓦a， H TaKO OTo兄回aKH兄3完

CBoero，兄3bBeHacymH TpeMH KonbH. CH員 ~e ~OÕpbl盈 Bo~o江HMepõ 匁3BeH Tpy ~eHõ BoもxaBO 

ropo~ô CBO員HyTpe My}是正eCTBeHaronOTy CBoero 3a OTqHHY CBOro・・・ なお Vladimirは 1187年

4月18自病死していますが，病いの東国はこの時受けた重傷にあったと想像されます。

「見よ， ヲムの衆庶は…うめき」一一-JCe y PHMo (Cantareによる;P Yp双Mo，A YPHM) K予賢司aT.

この町は， Dneprの左の支流で， zemlja Russkajaと zemljaPoloveckajaとの境をなす Sulai可 (18
の注参照、〉にのぞむ町で，普PHMoとも PHMOBo とも呼ばれていたらしく思われます。年代記の用例

は，たとえば Lavrentij年代記1096年の項 (VladimirMonomaxの <<Pouとenie))):11 H~OXOM Ha BOH 

釘Xo[polovcyの]3a PHMOBo， H 60ro Hbl nOMo~e...(nOBeCTb BpeMeHHblx ~eT， noえ pe~. B.n. 
AぇpHaHOBO品nepeTu，113ぇ.AH CCCP， 1950，可.1， CTp. 161) ; Ipatij本年代記1185年の凄:nO~OBUH 

~e B3eMllle ropo~õ PHMOBo…;…日瓦Y出H~e MHMO， npHcTynHllla K PHMOBH (く後PHMo)…;な

お次の例も参照:PHMOBHqH ~e 3aTBopH出 ac冗 Bropoえも… 6b兄XYTbC九 XO，ll.完meno PHMbCKOMY 

(<普PHMo)ÕO~OTy (N. K. Gudzij， op. cit.， 76)， J Y PHMo (Lixacev， 21も同じ〉の PHMもは複数
養PHMHの生格と解されるわけですが， *PHMo， PHMOBoのほかに勢PHMH とLヴ形があったかどうか

ははなはだ疑わしいと言わざるを得ず，だとすればむしろ PYpHMoを YPHM色と読んで， yは Bo

の方言形と解するほうが， probabilitるはより大きも、かもしれません。なお Lixacev，91は YPHMoBa 

と訳し， T. Cifevska， 0ρ. cit吋 397~こ見えるおkobson による再構テクストでは BoPHMもとなってい
ます。

123. r大いなる君，フセーヴオロトノ」一一Jく=PA)Be~HK正訪問先~e BceBo~o~e! この Vse-
volodは Suzdal'の Vladimir の公 VsevolodJur'eviとく在位 1177-1212) を指します。 Vladimir

Monomaxの孫， Jurij Dolgorukij の子に当たり <<EO~bllloe rHe3瓦0)) のあだなで知られるこの公

立， Slovo の書かれた当詩 MonomaxoviCi中もっ主も強力な公で， 作者が諸公に対するアピー/レの

最初にこの公をもってきた理由もそこにあります。

「父祖のみくらを守らんがためJ一-J(=AP) OTH兄 3~aTa CTo~a n06~rocTH. V sevolodの謹矢

Vladimir羽onomaxも，また失 Jurij Dolgorukijも， Kievに大公として君臨したことがあり，こと

に後者は 3度にわたって Kievを攻め， 1155年ついに宿望を達して大公となり 2年後の 1157年 Kiev

に残しています。これに反し，彼の息子である AndrejBogoljubskijおよび Vsevolodは Kievtこ関

心がなしむしろ自分たちの住地である北東 Rus'，Kljaz'ma河畔の Vladimir-Zalesskijを Kiveに

かわる Rus'の中心にしようとつとめ，ことに Vsevolodtこ至つては Vladimir の公としてはじめて

《大公}(Velikij knjazワと称しました。 Slovo の作者が《矢症のみくらを守らんがため) <はるけき
国より}(H3瓦a~e弓a) かけつけてもらいた L、と言っ

li 一一ー一一「 ーー ，. ヨ..c_.. ヨ~-_''l!!'弓写
可一
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125. 君もしここにいたりたまわぱ，女どれL、は 1ノガタ，男どJl¥.、は 1レザナにて. r¥i 

をうるおし得たものを。

126. いきましきグレープの子らを，いのちある火読さながらに.陸路にも放ちた主うは

おんみのみ。

127 またおんみ，たげきリューリク，またダヴィト Y 黄金のかぶとひたしつつ，血潮

125. I君もしここに…」 この文の意味は， もし Vsevolodがその強大な軍勢なひきいて polovcyと

の戦闘に参加したなら，大勝きとはくして， どれいの偶栴が一挙に暴落する託ど多数の捕携を得たであろ

う，ということに帰着します。 Nogataは古代ロシアの貨幣単泣 grivnaの 1/20. rezanaは 1/ま)にあ

たりますが. Russkaja Pravdaによるどれい一人の平均的な締格は 5grivna，すなわち 100nogata，な

いし 250rさzana ですから，女のどれいが 1nogata，男のどれいが 1rezana というのは fantastique

な安値になるわけです。

126. iいきま Lきグレーブの子らj一一一一J(= P A) y.llaJIbIMH CbIHbI r況も60BbI. Jaroslav Svjato-
slavicの孫にあたる GlebRostislavicの 4人の子， Roman， Igor¥V sevolod， Vladimir のこと。 こ

の 4入はいずれも Rjazan'の公でしたが. 1180年互いに相争ったのを Vsevolod が仲裁Lて以来， 殺

のいわば《家の子》とな杓. 1184年 Kamaの bolgary に対する遠征にも参加しました。(124のit参

照;La Geste， 127による〉。

「いのちある火箭きながらに，控蕗をもJ十一JIIO cyxy (P IIOCyXy) )KHBbIMH (A om) wepewHpbI. 

K. H. Menges， op. cit.， 70によれば，日epe出 HPも (hapax!)は“ withoutdoubt the most problematic 
word of the Slovo"だが，意味は明瞭で，要するに“ashooting arm， a kind of catapult shooting 

hεavy projectiles， and， as it seems， projectiles charged with Grecian fire"を指すものと解され，

T.とizevska，op. cit円 383のヲIt、ている B.D. Grekov， A. Ju. Jakubinskij の説もほぼ!，1J様。 ちなみ
に Lavrentij年代記6449(=941)年の， Igor'のギザシア遠征をのベた絹所に《φeo争aHも)KecycTpe-
Te 51 B'h JI完瓦exも coofHeMb， H nyUJ，aTli Haqa Tpy6aMH OfHb Ha JIO.llbも pyCKI沼)) (nOB. Bp. 
JIeT. yf3瓦.AH CCCP， 1950， CTp. 33;捻村訳では32) とありますが，この火を校つ《管>(Tpy6a)も
あるレは同じものを意味しているかもしれません。ところでこの式器は polovcyも知っていたようで，

そのことは Ipatij年代記1184年の項にある <<KOH弓aKも・・・ 6兄we60 06pもJI'h My泌a TaKOBoro 6e-

cypMeHHHa， H)Ke CTpも五兄山e)KHBbIMb OrHbMb)) (T. Ciまevska，loc. cit. による〉という記事がふき
らかに示してレます。 Ipatij年代記はまた， Koncakがこの新兵器をfl!¥，、て Rus'の諸都市を使きはら

う意霞を持っていたこと，この <<6eCYPMeHHH'h))がその武器とともにロシア軍に捕えられたこと合報

じており ，tごとすればこのことが Slovoの作者の念頭にもあったろうことは. M. Szeftelが推ntlJする
ように (LaGeste， 127)大いにあり有ることと言わねばなりません(年代記の 2踏まBbIMbOfHbMb と

Slovoの)KHBbIMH回epe出 HpbIの類似に注意1。いずれにせよ作者は， 1184年の bolgaryとの戦闘で

Vsevolαiの陸上部隊に参加iしていた Glebの子らを)KHBO益OfOHbにたとえ， しかもこの武器ががん

らい水上の戦いに覆われていた〈上掲 Lavrentij年代記の記事参照〉ゆえに， とくに《控路をも:;(no 

cyxy) と言ったわけです。

127. Iたけきリューリク， またダヴイト j一一一-Rjurikと Davydとは， ともに Smolenskの公 Rosti-

slavの子. Vladimir Monomaxの曾孫， とくに Rjurik (1215残〉は12t世紀を通じてもっとも苦名な

公の一人で， polovcyとも. Rus' の諸公とも農民繁に戦いをまとえ Kiev を攻めること 7[ill， とくに

1203年 polovcyとともに Kiev を攻略したさいはこの都市に史上空前ともいうべき打撃を与えたとレ

われています。 Igor'の遠征の行なわれた当詩は. Kievの西40キロのrfrにある Belgorod にあって，
Kievをのぞく罵辺地域一帯に勢威をふるい，わずかに Kiev市のみを領有する大公 Svjatoslav をも

意のままに動かLていま Lた (88iこ対する注参照1。したがって Slovoの作者が，北東ロシアもアladimir-

Za 
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の海を渡ったは，おみたちのつわもの共であったはず、。

128. 利きつるぎ身に受けて，手会いとなった野牛のごとく，名も知らぬひら野にほゆる

も，おみたちのたけき従土ら。

129. いざや，君たち，乗りたまえ，黄金のあぶみに。いまの世の耳るすすがんため， ロシ

アの国をば守らんため，スヴャトスラーフの雄々しき子，かのイーゴりが手蕩のた

め〆

130. ガザーチの，八念の右，ヤロスラーブ〆 黄金づくりのみくらの上に，おんみは高

援におもむくことを罵賭したのは Davydが来援に応じなかったためでした。 Slovoの作者がまjurik

の名とならべて Davydの名をもあげているのは，このようなさまざまな事実を考書、した上でのことで

あると思われます。

「黄金のかぶとをひたしつつ…」一一-Lixacev，439，および A.Obr~bska-JabloÍlska， 136は，この簡

所に.Rjurikと Davydがともに参加した， Erel'河畔 (Dneprの左の支流〉における Rus' 諸公の

polovcy ~こ対する勝利 (1183; 89に対する註参顛〉への allusionを晃ょうとしています。 なお「おみ
たものつわもの共であったはずjの原文は J(=PA) He BaIO JIH…?ですが， Lixaξev， A. Obr~bska・

Jablo企skaは， V. N. Peretcにならって，この JIHのあとに BOHを挿入， La Geste， 89ゃ Jakobson

の1964年の再構テクスト (T.Ci主evska，0ρ. cit.， 397)もこの挿入を可能性としてみとめています。
128.同IJきつるぎ身に受けて…」一一この個所は， La Geste， 128，および A.Obr~bska-JabloÍlska， 

136-137が説くように 1177年， Rjurikと Davydとが， Rostovec (Dneprの西〉で polovcyと戦い，

19or'のそれにも比すべき大散を喫Lた事件(Ipatij年代記1177年の項〉に対する allusionであると考

えられます。 Rostislavの2入の子たる彼らが単独で戦い，これが敗戦の原宮となったことも，

Svjatoslavの2入の子 19or'と Vsevolodとの遠征の場合によく訟ています。だとすれば， 129の飢、

まの世の耳もすすがんがため>>J (=PA) 3a OO1臼ycero BpeMeHHという一旬における私、まの世の荘》

とは<<1177年の恥》に対比された <<1185年における Igor'とVsevolodの敗北の境、》を意味するものと

取ることができましょう。こう考えますと《ロシアの冨をば守らんため>>3a 3eMJIぉ PyCKyIO，<<イーゴリ

が手傷のため)>3a paHbI I1ropeBbIという refrainが， 129， 132 (Galiとの Jaroslavへのアピール入
142 (Mstislavの子らへのアピール〉の 3留所にくり返されているのに，同じ構文の 3aOOH，lI.y cero 

BpeMeHHカa29にしか出て来ないこともまた， Rostislavの二人の子らにだけは之くに 1177年の彼らの

敗戦を思い出させようとする作者の吊意のあらわれと解することができるのではありますまいか。

「名も知らぬひろ野にJ-J  (=PA) Ha nOJIも He3HaeMも<<口OJIeHe3HaeMO>> (67tこもあり)，

ないし <<3eMJI鉦 He3HaeMω(29)は nOJIOBeUKa完 CTenb の(地理的にはしかと定めがたい) <<9MO・

UHOHaJIbHOe onpe，lleJIeHHe>> (Lixacev， 394， 439)です。

129. rかのイーゴリが手傷のためJ(原文は128の注参照〉一一Ipatij年代記 (N.K. Gudzij， 0ρ. cit可
73，除村訳では477)によれば， 19or'は polovcy との 2震めの戦闘で左手に蕩を負っていますが， こ

この《手善悪)(paHhI)は oe江aないL nopaiKeHHeの意味ととるべきでしょう (Sreznevskij，III， 69 

参黒〉。

130. rガリーチの，八念の君，ヤロスラーフ./J --J faJIHl.JKbl OCMOMblCJIt， (A OCMOMblCJIe) 
兄pOCJIaBe1 (P om). Jaroslavは Vladimirkoの子， 1153年から 1187年に没するまで，富強を誇る

南西の辺境 Gal誌の公位にあったきわめて者力な公で， Igor'の妻 Evfrosin'ja(Jaroslavna)はその娘

にあたります。この公のあだな OCMOMblCJIb (hapax 1) の意味については古くからさまざまな説があ

って，にわかに断定はできませんが，もっとも probabili桔に富むと思われるのは LaGeste (129， 

お6-307)の所設で， A. Obr~bska-JabloÍlska， 137もこれに詫っています。それによれば， V. N. Tatisとev

(III， 280ー281)が寺!¥，、ている(¥，、まは失われた〉“Instructionde Yaroslav" とも称すべき記録に，
Jaroslav の生涯を通じての関心事であった事項〈たとえば万人への奉仕， 困窮者への援劫など〉が

8つ列挙されており， これによって Slovo の作者ないし Jaroslavの側近者が彼を OCMOMblCJIb と

名付けた， とL、う推測が成り立ちます。 さらに上記“Instruction"は， Evagre le Pontigue (4世

紀〉の述作“Peritδn okt 
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く産したまう。くろがねの精兵もて，ハンガリーの山をばささえ，王のゆくてをさ

えぎりとどめ， ドナウの河の門をばとざし雲のかなたに石をぱはなち，遠くドナ

ウの誌とちにまで，さばきの庭を進めたまう。

131. 諸国あまねくみいつをふるい，キエフの門をぽ押しひらき，みおやの黄金のみくら

より，遠雷の異教の王に矢身、}かけたまう。

A. Mazon (Le Slovo d'Igor， Paris， 1940， p. 153)の， また“SlovoEvagrija mnixa "との rappro・

chementは P.Bulyeevの考え(1922)です。

「高く産したま号」一一J(=PA) BbICOKO Cも.lI.HWH. 当時 Gal誌のi町が高い丘の上にあったこと

は考古学的な研究から明らかにされており，したがって Slovo の《高く》と Lづ去現はきわめてJL休

的です。 Lixacev，440-441を参類。

「ハンガリーのuU一一一}ropbI YrophcKhIH CP YropCKbIH， A Yroph CKbIH). 当時の Galiと公
園とハンガリーの境にあったカルパート山紙 (Karpaty)を指します。

f王のゆくてをさえぎりとどめ」一一一《王>(KOPOJIh)はハンガリー王のこと。
fドナウの河に門をばとざしJ一一一}3aTBopHBn (P 3aTBopH Bn) 瓦yHaぉ BopOTa. La Geste， 
128は，この匂の意味を Jaroslavが Donau下流治岸の町々や Seret，Prutの二つの支流を自己の勢力

下におくことによって， Donau河による通高の死命を昔話した，というふうに取っており.A. Obr~bska­

Jablonska， 137ゃV.1. Stelleckij. 0ρ. cit.， 172もほぼ再様の解釈を取っていますが.3aTBopHTH BopoTa 
は与格とともに《…に抵技する〉意味であるこ之はLixaξev，442や V.P. Adrianova-Peretc， op. cit.， 
94の説くとおりで，ここは (Donauに対して(おのれの領地の)門をとじる)， (Donau方面からの敵

の攻撃にそなえる)， (Donauの守りをかためる》という意味に解すべきでしょう。(このことが， Jaro-

slavが Donau下流活岸を勢力下におさめていたという史実と矛盾するものでないことは言うまでもあ

りません。〉なお142J (=PA) 3aropoAHTe no刀10BopoTaも同じ構文で. (ステッブ(の polovcy)

に対して門をとじよ>. (ステップ(の polovcy)からの攻撃にそなえよ〉という意味になるはずです。

「雲のかなたに石をばはなちJ-}  Me可aKaMeHhI (P A BpeMeHbI)可pe3n06JIaKbI (P 06JIaKH). 

PAともに BpeMeHhIとなっていますが.Pのロシア語訳には T兄rOCTHとあり，これによって多くの

研究者〈たとえば Lixaとev，422)は BpeMeH泌を 6peMeHhIと訂正しています。 LaGesteが BpeMe-

HhIを KaMeHbIとした理由は. MeTaTH KaMeHbIのほうがより普通の言い方である上に Meqa Bpe-

MeHhIは MeTaTMKaMeHbIと BpeIUMKaMeHbIの contamlnatlOn と見なすことができるから，と L、

う点にあります (8針。 BpeMeH訟の読み方を7J1jとしても，この倍所の解釈は古来一誌でなく，たとえば

Lixacev， 93は }aroslavがLばしば遠い国ぐにに遠征軍を派遣したことを指すと解し， V. 1. Stelleckij， 
01う.cit.， 172-173は隊商たちが Karpatyをこえてハンガリーとの詞を往復したことを指すと解していま
すが，意見によれば MeTaTMKaMeHhI (ないし 6peMeHhI)は， La Geste， 129や A.Obr~bska-Jablo企ska ，

137の説くように投石器 (catapulte)によって敵に石を放つことを意味しているに相違なしまた Me'誌

KaMeHbI可pe3も 06JIaKhIはすぐ次につづく}(=PA) cy瓦hIP兄A克江o lI.YHa完とまったく同じ構文
である点、から見て可pe3n06JIaKbIは {KapnaTbIをこえて〉の意味と志われ， したがってこの椙所は

〈強力な投石器部隊を派遣してハンガリーを制圧する》意味にとるべきでありましょう。

「遠くドナウの…進めたまう J(原文は上を参照)一一Lixacev，443の説くように， {ドナウ沿岸の諸

地方にまで権力をふるう》意味と思われます。

131. rキエフの門をば押しひらき」一一一JOTBOp兄e四日 (P OTTBOp匁eWM)KieBy BpaTa. (門z.ひ
らく》と L、う表現は市民みずからがひらく場合には《降伏する)，裁がひらく場合には《征服する》意

味になります (Lixaeev，442， 443参照〉。ここではもちろん後者の場合で， しかも比喰的に }aroslav
が Kievをめぐる諸公の内紛にしばしば武力をJH¥，、てT-渉した事実を指すものと思われます(たとえば

年代記，除村訳， 421， 433などを参照、〉。

「遠国の異教の王に…射かけたまう J-J  CTp-BJI冗eWH(A CTpeJIHewM) CaJInTaHM (P CaJlraHH) 

3a 3eMJI兄MM.
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132. いでや君，身、}たまえや，コンチャーク，邪教のやっこを， ロシアの国をば守らんた

め，スヴャトスラーフの雄々しき子，かのイーゴリが手傷のため〆

13:1. またおんみ，雄々しきロマーン，はたおんみ，ムスチスラーフ〆 たけき思いはひ

とすじに，おみたちの心をいさおへ駆りたてる。

134. 餌食の烏をしとめんものと，ひたすらに風に乗じてあまがける鷹さながらに，いさ

ををのぞんで，たけりつつ，空高く舞い上るおんみロマーンO

135. おみたちのラテンの兜，その下の鉄の胸あて，その甲胃に，大地はふるい，フラン

クの開万のもと，ハ γガワー， リトワニア，ヤトヴャーギ，デレメーラ，ボーロヴ

ェツなど，あまたある国ぐには，槍をすて，こうべを垂れた0

136. さはあれ，わが君，いまははや， 弓はイーゴリにおもてをかく L，木は不吉にも葉

132.円、でや君，射たまえや…J-}  CTpもZ兄註 (ACTpeJI完負)， (PA om) rocnoぇHHe，CPA om) 

KOHQaKa. Lixacev， 144は， Rjurik 之 Davydに対する呼びかけでは《乗りたまえ，黄金のあぶみ

に))(J 129， BCTynHTa… Bo 3JIaTa cTpeMeH(H) [P A CT予eMeHb]) とあるに対L，}aroslavへの呼び

かけには《射たまえや>) (CTpも足気負〉 とあること，つまり稿者には直接遠征に加わることを，後者には

軍隊を派遣することのみを求めていることに注意し，これは }aroslav がもっぱら内政に意を用い遠征

軍とともに外地へおもむくことがなかったからだと言っています (αaMHe XO瓦5IllIeTbnOJIKbI CBOHMH 

… 6e 60 pOCTpOHJI 3eMJIIO CBOlO>>. Ipatij年代記， 1187年の項〉。

133. r雄々しきロマー γJ一一-}(= P A) A TbI 6y員 POMaHe. Romanは Vlad必imir
公(1ロ20侃5残〉λ，Vladimir Monomaxの曾孫 Msはti泌sla郡vIzj元aslavi記との子でで‘，みずからの領地と境を襲する
ポーランド入やりトワニア入，さらに polovcy ともしばしば戦い，西ヨーロッパにもその名をまuられ
ていたことは Lixacev，444-445の詳説するとおりです。なお 127fこ名の出ている RjurikRostislavic 

は彼の失 Mstislavのいとこに当たりますが，彼はこの Rjurikの娘を妻にしていま Lた。

「はたおんみ，ムスチスラーフ./J -J  ( =PA) 11 MCTHCJIaBe t この Mstislavは Romanのい
とこに当たりしばLば彼の遠征に参加した MstislavJaroslavic Peresopnickij (1224残， Peresopnica 

iま Vladimir-Volynskijに近い Volyn'の需〉を指すもののようで (LaGeste， 130; V. 1. Stεlleckij， 
op. cit.， 175; Lixacev， 445は否定的)，だとすれば}140'こ出る Ingvar'と Vsevolodはこの人物の兄
弟ということになります。

135. rラテγの型J--} nO.ll.b meJIOMbI JIaTHHbcKbIMH CP JIaTHHCKHMH， A JIaTbIHb CKbIMH). 
Romanの領国 Volyn'はポーラ γドに境を接していただけに，彼の戦土たちは西ヨーロッバふうの甲

胃を使用していたものと思われます。

「鉄の絢あてJ--} )KeJIも3HiH(P )KeJIも3HbIH)nanepcH (P A nanop3H). La Geste， 90は Bus・

laev， Peretcちにならって PAnanop拐を nanepCHfこ訂正L， Georgios Hamartolos の年代記に

見える (Sreznevskij，II， 1204参照、)nonepcbUH (=ギリシア語 loroi“breastplate") と向 J 視 Lて

います (V.1. Stelleckij， op. cit円 176も同様)0 La Geste， 130の説くように，これまたロシアや東方
のくさりかたぴらに対する西欧伝来の武具で<<ラテンの兜》とも，また下の《フラングの鶴万のもと》

J (=PA) noえも TbIHMe可沼 xapaJIy)KHbIH(これについては 53の生参照〉ともよくマッチするわけで

す。これに対してLixaとev，466; A. Obr~bska-}abloÍlska， 137-138は nanop3Hを Orlovtこならって

napommないし nap06UH (=ぬHO回九 MOJIO江口bI)に訂正することを提案していますが，読者の説の

ほうが contexteから言ってより穏当と患われます。

「ハンガリー，リトワニア，ヤトヴャーギ，デレメーラ，ボーロヴエツ」一一-}XHHoBa. (P .) JIHTBa， 

完TB克3H，瓦epeMeJIa(P ， A ;) H DOJIOBUH. いずれも Romanが遠征した Rus' 題辺の民族の名で，

XbIHb (複 XbIHOBe)については105の注参窺;兄TB冗r(複兄TBH3H)は Bugの下流，およびその支流

Narew泊岸にいた Balt族の一つ (LaGeste， 130-131; M. Vasmer， Russ. etym. Wb.， III.， 498参

照);ぇepeMeJIaはおそらく東部プロイセンにいた Balt族の一つ (LaGeste， 131; M. V asmer， op. 
cit.， 1， 342参照〉を指します。
136. rさ立あれ，わが君，いまははや sはイーゴリにおもてをかくしJ--} Ho y)Ke， (PA om) 
KH完)Ke，(P A om) I1ropぉ (PA，) yTponも (PyTpnも)C(o)JIH(e)U(b) (PA COJIH立回)CBもTb.PA 
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をおとした。

137. ローシとスラーの岸べあまねく，敵辻あまたの町をわげとう，イーゴリの雄々しき

勢を，よhがえらせるすべはない。

L~8. わが君よ，ききた主え， ドンの Ul~びを.nたちを勝ちへとまねくかの呼び声をの

139. オレークをみおやと島おくのL、さ空しき君たち:土，はや勢揃えととのったるに。

日号I記〕 本稿は昭和45年度文部省科学研究費による研究成果の一部でa!>る。

は KH兄iKeI1rop的主読んで Igor' vこ主十ずるよびかけと取っていますが， そうすると 138の《わが君
よ>>J (=PA) KH克iKe もやはり Igoτ' と取らざるをえず，その間にはさまっている 137の《イーゴり

の雄々 Lき勢を，よみがえらせるすべはな1.，)> J a I1ropeBa xpa6paro nJIbKy (A nOJIKY) He KPもCHTH
(A HeKpeCHTJI) という 3人称の交の解釈がつかなくなってしましますっそこで LaGesteは KH冗iKe

と討rop泊との間にコンマ合おいて， KH冗iKeを単数呼搭， I1rop泊合ls数与格ととり，ぐだが， すで
に， (Roman)公よ， Igor'にとって日の光は潜えた》という意味に解するわけです。 LaGeste，90ヵ'.

PA coλ日目的を C(O)JIH(e)U(b)に訂Eしているのは元来の CbJIHblJb(形容詞男性単数主将.ノ Slovo 
における U と可の混同については LaGeste， 9を参照〉ヵ:費者字で告かれていたために copiste によ

って CO.7fHUJO(名詞単数与格うと誤り書かれたものという推定にもとづいています。ただし V.1. Stel-

leckij， 0ρ. cit.， 91のように COλ日立的を生轄のかわりに尼いられた与搭ととって (<COJIHuaCBeT>) と
訳する可能昨も考えられないわけではないと思いますG なお Lixacev，94 ~土， Romanと Mstislavへ

のE手びかけが J135で中時されたものと考え， .T 136-139全体を諸公への呼びかけの中に挿入された持

者の Igor'敗戦にかんする惑慢の表白と見，また J136の問題の」勾にかんしては， PAの ponctua・

tionと COJIH狂的とぞ生か Lて， Ho yiKe， 0 KH兄3bI1ropb， nOMepK COJIHUa CBeTと訳しています
が，いずれもきわめて不自然な解釈で，安Ij!J主詫うことができません。

137. iローシJ--Ros'は Dneprの右の支流で，やや下流にある Sula(Dneprの左の支流〉ととも
に 3eMJI刃日OJIOBeUKa匁に対する ffJj斉捜奇形成していま Lた。

「イーゴリの雄々しき勢そ…!一一一Ja I1ropeBa xpa6paro nJIoKy (A noλKY) 釘e KPもCHT沼 (A
HeKpもCHTH). 80とまったく持じです。 この表現は年代記にも例があり (たとえば Peqe iKe HMo 

OJIbra :" JI回6aMH eCTb pも可bBama， yiKe MHもMyiKaCBoero He KPもCHTH'"“[IloBCCTbBpeMeH-

HbIX♂eT， op. cit.、40-41，味本、!訳では 37])，一轄の formuleと考えられます。
138. Iわが君よ，ききたまた..J一一J且OHも TH，(PA om) KI拐 iKe，(PA om) KJIHlJeTb (P KJIH-
可eTも/PA ，) H 30BeTb (A 30BeTも)KH匁3HHa no6も，lly(A Hano6もえy). Lixacev， 94はこの一女

子 Igor'告身の言葉と解 L，引吊符でかこんで"且OHTe6匁， KH兄3b[l1ropb]， KJIHlJeT H 30BeT KHH3e詰

Ha no6e江y!“と訳 L. その前に[口OMHHIlIb，KH匁3bI1ropb，可TOTbI rOBOpHJI:]を補っています。
このように無理な解釈右了取らぎる合えなかったのはおそらく J136を Igor' に対する呼びかけと書干し

たからでしょうが，いずれに Lても部底従うことのできない解釈です。

139. Iオレーグをみおやとあおく九、きましき君たちは，はや勢捕えととのったるにJ--J OJIrOBH-
1IH， (PA om) xpa6pbIH KH兄3H.(PA om) ，llOcnもJIHHa 6paHb. この Ol'goviとiは当然 PoteLnjaに

iたがって Oleg怜Gorislavib>，J 94参照〉の子孫たる Svjatoslav大公， その三人の息子 Oleg と

Yladimir，その兄弟 Cernigovの Jaroslavなどな指すものと解すべきです。 Ipatij年代記。ρ.cit.， 75 
(Ii;r，村訳では 480，481)に.Igor‘の敗北茂，… CB兄TOCJIaBonOCJIa CbIHa CBoero OJIra H BOJIO，llHMepa 

B IloceMbe [G訟の軍が来襲 Lた Sejm河の流域]，また Jaroslavについては， 5IpOCJIaB B YepHH-
rOBe， COBoKynHB BOH CBOH， CTOHlueTbと出ています。 Slovoの作者が米J霊を呼びかけている公が，
出lZdal'の Vsevolod (123)にせよ. Rjurik之 Davyd(127)にせよ. Romanと Mstislav(133)に

せよ， Ingvar' Vsεvolcxlおよび日以islavの3入の子ら(140)にせよ，すべて Vlad
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